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「声の広報」社協ではボランティア音訳グループ「やまゆり」の協力を得て、声の広報を作成し、無料で貸し出しています。
申込・問合せ　社会福祉協議会

平成26年度
袖ケ浦市社会福祉協議会への寄付
みなさまの善意を大切にし、福祉事業に役立たせていただきます。
期間：平成27年1月1日～1月31日

団体・個人（敬称略） 金額（円）
神納一区高齢者クラブ 10,990
たちばな会 19,532
三井化学労働組合 53,249
三井化学福祉バザー実行委員会 50,000
ちばアクアラインマラソン2014 袖
ケ浦市実行委員会 27,000

袖ケ浦市臨海スポーツセンター 13,390
髙橋  優紀 3,000

合　　　計 177,161

※ 平成26年度4月からの累計額は2,207,686円です。

　心配ごと相談所では、市内在住の方を
対象に生活上のあらゆる相談に応じ広
く地域住民の不安を受けとめ、その解決
に向けて適切な助言を行っています。
　心配ごと相談員は民生委員・児童委
員、人権擁護委員、行政相談委員からな
り、相談日には、１会場につき、２名から３
名の相談員で対応しています。
　相談は、「予約不要」で「無料」です。
また、相談内容等については、「秘密を
厳守」いたしますので心配ごと、悩み事
がありましたらご相談ください。

心配ごと相談所とは? 2月～3月の心配ごと相談日
日　　時 会　　場

2月19日（木）
13：00～16：00

・市役所
・平川行政センター

2月26日（木）
13：00～16：00

・市役所
・平川行政センター
・長浦行政センター

3月5日（木）
13：00～16：00

・平川行政センター
・長浦行政センター

3月12日（木）
13：00～16：00

・市役所
・長浦行政センター

3月19日（木）
13：00～16：00

・市役所
・平川行政センター

3月26日（木）
13：00～16：00

・市役所
・平川行政センター
・長浦行政センター

ただし、受付は15：30まで

　地区社会福祉協議会（以下地区社協）は、各地区の住民や自治会、民生委員児童委員、ボラン
ティア団体、学校、行政、社会福祉関係者等、地域にいる様々な関係機関が「顔が見える関係づく
り」をすることによって、福祉サービスのネットワーク作りを進め「ふれあいと支えあいの精神に
満ちた心豊かな福祉社会」の実現を目指して活動しています。
　今回は、各地区で活躍している事業推進委員を紹介します。

身近な地域で顔の見える身近な地域で顔の見える
関係づくりをしていきます関係づくりをしていきます

助け合い  出来ることから  始めよう 根形小学校 ６年 馬場 日菜

優秀賞 地域ぐるみ福祉推進標語 ホームヘルパー募集中
☎60-7333（介護係）

千葉県健康福祉部長より
感謝状が贈呈されました。

おめでとうございますおめでとうございます

山﨑 美保子氏
　多年にわたり
地域の訪問介護
員として従事さ
れた功績が認め
られました。

地区社協がめざすもの

顔の見える関係づくり みんなが支え合う福祉社会
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　地域の子どもたちと一緒に遊び、親
しめるのが嬉しいです。また、どんな
ことで楽しんでもらえるかをボランテ
ィアの皆でわくわく考えるのもとても
面白いです。
　夏休みに普段できないような体験

をしてもらう事を目的に事業を行っており、参加者
の「また遊ぼうね！」の言葉が何よりの力になりま
す。
　子どもから大人までの時間はあっという間、子ど
もの一日は貴重な時間です。地域の皆で大切な思
い出を作りましょう。
● わくわくサマーチャレンジ――毎年夏休みの時期に、地域
内の交流を目的として昭和小・奈良輪小の児童と保護者、
地域内に住むボランティアが集まり、レクリエーションを開
催しています。

昭和地区社協・子育て支援専門部会長
佐々木眞由美さん（神納在住）

一日一日を大切に過ごしてほしい

　ボランティアを始めてから地域の人
と関わることができ、色々な事を教
えてもらえてとても嬉しく思っていま
す。
　敬老会やバスハイクなどでは、参加
者から「楽しかった」「来年もまた行

くからね」の一言で元気になれますね。
　福祉は子どもからお年寄りまで全ての人が対象な
ので、皆が協力して住みよい地域にしていけたらと
思っています。
　志を高く持ち、それに向かって継続すること。こ
の言葉を大切にしています。
● 敬老会――年１回、70歳以上の方を対象に開催していま
す。

● ふれあいバスハイク――年１回、70歳以上ひとり暮らし高
齢者を対象に開催しています。

根形地区社協・高齢者専門部会長
須藤進さん（のぞみ野在住）

人とのつながりの大切さを感じています

　子どもたちが大騒ぎしながら遊ん
でいたり、一生懸命何かを作ったりし
て「いい顔」をしているのを見るのが
なにより好きだから、皆で力を合わせ
てこの交流会をやっています。
　ゲームや習い事もいいですが、お友

だちや地域の大人と肌でふれあい交流することで感
じること、成長できることが子どもにも大人にも必
ずあると思います。この地区に、普段から地域の子
どもや大人・ご近所同士が声をかけあう、住民の顔
が見える地区になっていってほしいから、その「種ま
き」のつもりでやっています。

● なごやか交流会――小学生の親子や地域の大人が交流す
る場とし、ネイチャーゲームや工作を実施しています。

長浦地区社協・児童対応事業部会長
山田邦貴さん（久保田在住）

作ろう「子どもと大人」が集まる場

　「一日中子どもと二人きりでいる
と気が狂いそうになるから、ここに来
るとホッとする」という参加者の言葉
に、「子育て中の親子の居場所づくり
と情報の提供が必要なのだと意を強
くしました。」という鍋島さん。たく
さんのボランティアや市の保育士等の

協力もいただき、平成19年から8年にわたり子育て
サロンの運営に携わっています。
　かつては全国を飛び回る企業戦士でしたが、「何
でも、やってみて判ることが沢山あります。サロンに
来てくれた方が楽しい時間を過ごして頂けるよう、
アットホームな雰囲気つくりを心がけたいと思いま
す。」と語ってくれました。

● 名幸ヶ丘子育てサロン――毎月第２木曜日に子育てサポー
トをする「屋根つきの公園」のように保護者の仲間つくり
の場、情報交換を実施しています。

平岡地区社協・子育て支援専門部会長　
鍋島次郎さん（上泉在住）

「ここに来るとホッとする」の言葉を原動力に

　「会社員時代の休日はパチンコ三
昧だった」という岡安さん。定年退職
を機に民生委員児童委員へ就任し、
地区社協では、給食部会長としてお花
見昼食会や毎月の給食手配を担当し
ています。「ボランティアなんて思っち

ゃいないよ。いろんな人とつきあえて知らなかった
ことも見ることができて、面白いっていう感じかな」
「パチンコより大変だけど、来てくれた人が『本当に
楽しかった。また来年来ます』と言ってくれると、そ
れがうれしいネ。何事によらず、回ってきたチャンス
はやってみること、視界は広がりますョ。また今はパ
チンコとの縁は切れました」と語ってくれました。

● お花見昼食会――70歳以上のひとり暮らし高齢者を対象
に、会食をする等交流の機会を持っています。

蔵波地区社協・給食対応事業部会長
岡安克次さん（蔵波台在住）

「楽しかった」の声を来年も聞くために

　「台所に立つことがなにより好き」
だから給食ボランティアを始めたとい
う宮石さん。中富地区は上宿・小路・
富岡の3班に分かれ、班ごとに「地元
の野菜で季節に合ったものを」と献立
を考え、市農業センターから提供いた
だく食材も活用しながら調理を行い

ます。お弁当と「慣れないパソコンだけど話しかけ
るつもりで作っている」たんぽぽ通信を一緒にお届
けしています。
　ボランティア活動は「気心の知れた仲間がたくさ
んできたことが最大の収穫」ですが、「自分がやれ
ることをやるのは『普通』のこと」といつも気負い
なく自然体です。

● 給食サービス――月に１回、70歳以上のひとり暮らし高齢
者に給食ボランティアが作ったお弁当等を民生委員児童委
員がお届けしています。

中富地区社協・給食部会長
宮石フミヱさん（横田在住）

食事は『健康の源』だから大切に
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ボランティア登録数
（平成27年1月1日現在）

袖ケ浦市ボランティアセンター
イメージキャラクター

「ゆりりぃ」

　内 ボランティア
　連絡協議会加盟団体：
　　23団体、1個人

●個人ボランティア：
272名

●登録ボランティア団体：
64団体

（ ）
※申込・問合せ先が「ボランティアセンター」となっている場合、電話・FAX番号はこちらです。

袖ケ浦市ボランティアセンター（社会福祉協議会内）  〒299-0256 千葉県袖ケ浦市飯富1604
☎0438-63-3988（直通）・63-3888（社会福祉協議会事務局）　　0438-63-0825183No.

●おしゃべりサロン「ひびき」 日時　2月27日（金）午後1時30分～3時30分　場所　老人福祉会館　　問合せ　ボランティアセンター
●のぞみ野おひさまくらぶ（ごみ拾い・散歩） 日時　3月1日（日）午前9時～10時　　集合　C&Cスーパーのぞみ野マルシェ前　問合せ　ボランティアセンター

　傾聴ボランティアに関わっている方が集まって、体
験談、活動についての悩みや喜びを語り合い、傾聴ボ
ランティア同士のつながりを深める交流会を開催し
ます。
　傾聴は勉強したけれど、まだ活動はしていないとい
う方もぜひご参加ください。
　参加希望される方は、必ず事前にお申込みくださ
い。
日　　時　３月２日（月）
 午後１時３０分～３時３０分まで
場　　所 社会福祉センター　大会議室（袖ケ浦公

園前）
対　　象　傾聴ボランティアとして活動している方
　　　　　傾聴ボランティアに関心の
 ある方
定　　員　２０名
参 加 費　無料
申込期限　２月27日（金）まで
申込・問合せ　ボランティアセンター

収集ボランティアにご協力ありがとうございました
（ペットボトルキャップ・使用済み切手などの寄贈）平成２６年1２月１日～1２月3１日（順不同・敬称略）

斉藤澄江　犬飼トラヲ　大塚ユリ子　西澤光　時田和代　山本房江　鴨川重實
髙橋優紀　小川雅子　吉岡弘　滝口英夫　中友忠　河内清　松田トメ子　長谷部恒夫

佐伯美代子　小澤由佳
コールわかば　手話サークル「めだかの会」　尾張屋木更津店　海蔵院

長浦マンドリンアンサンブル　絲友会　蔵波台つくも会　シルバー寄合所「きらく」
東京ガス株式会社袖ケ浦工場・東京ガス労働組合エネルギー生産本部支部袖ケ浦工場連絡会・
東京ガス袖ケ浦工場安全衛生協力会　袖ケ浦市役所　臨海スポーツセンター　袖ケ浦市民会館

匿名　８名
皆様から寄せられた収集物は、社会福祉協議会、福祉団体、環境団体の活動に役立てられます。

＊＊現在プルタブの回収は行っておりません。＊＊

傾聴ボランティア交流会傾聴ボランティア交流会

　社会福祉協議会では、ご自分で病院などに行くことが難しい高齢者や障害をもって
いる方を、ボランティアが送迎する「移送サービス事業」を行っています。
　現在、付添いボランティアが、不足し大変困っております。
　月１回からの活動で構いません。ご都合の良い日時に合わせて、コーディネーターが
活動日を調整致します。
活動時間　月に１～２回程度、ご都合のよい日（平

日）に３時間～５時間程度の活動です。
活動内容　移送サービスでは利用者の方に、安全に

安心して受診していただくために、ご家
族又はボランティアによる付添いをお願
いしております。

　　　　　利用者の方の受診の際、車の乗り降りや
受付などでお手伝いをしたり、お話し相手になっていただく活動です。性
別・資格は問いません。

　　　　　但し、付添いボランティアの年齢の上限は７５歳とします。
活動場所　袖ケ浦市社会福祉センターへ集合し、会員宅から医療機関等への送迎で

す。
　　　　　行き先は、袖ケ浦市・木更津市・市原市です。
問 合 せ　袖ケ浦市社会福祉協議会（地域支援係）　☎６３－３８８８

移送サービス事業付添いボランティア募集移送サービス事業付添いボランティア募集

東京都千葉福祉園東京都千葉福祉園
お花見会  ボランティア募集お花見会  ボランティア募集

　東京都千葉福祉園（障害者支援施設）では、利用者の皆さんと地域の
皆様方との交流を深める場として「お花見会」を開催します。
　当日、利用者に付き添って、一緒にお花見会を楽しんで下さる方、販
売やゲームコーナー等の補助をしてくださる方を募集します。
日　　時　平成27年4月5日（日）　午前9時30分集合　午後2時解散
  （お花見会の開催時間は、午前10時から午後2時）
場　　所  東京都千葉福祉園　（袖ケ浦市代宿８番）
活動内容  利用者支援・行事補助（販売やゲームコーナー担当等）
そ の 他 昼食は、当園で準備いたします。
締 切 り 平成27年3月6日（金）
申込・問合せ　ボランティアセンター

急 募 ボランティア募集

　幸いなことに近年この袖ケ浦市で
は大きな災害が発生していませんが、
天災はいつ起きるかわかりません。他
県では地震、津波、洪水、突風いろいろ
起こっています。
　当会では、県の災害対策コーディ
ネーターの資格を取得された方が、災
害に対する知識や技能をさらに向上さ
せるとともに会員を増やすための活動
を行っています。災害に対する知識や
技術は平時にも役に立ちます。また、
各団体様の支援もしております。
　活動は、毎月第２日曜日、午後１時
３０分より３時まで、老人福祉会館に
て行っています。内容は下記のように
なっています。是非、たくさんの方の参
加をお願いします。

月 講習内容
3 テント　　ロープワーク
4 災害から学ぶ
5 スリッパ　　レジ袋

6 オイルランプ
ダンボールの活用

7 救急救命法
（日時は別途連絡）

8 休　み
9 地図を用いた訓練
10 避難場の立上げ訓練
11 未　定
12 未　定
＊ 日赤SL、防災士、消防団、消防員の
OBの方々、ご一緒しませんか。

問合せ　代表　小西朋子　☎62-4371　　副代表　湯浅　栄

袖ケ浦市災害対策
コーディネーター 会会 募募員員 集集

　毎年恒例のバザーが大人気の地域交流イベントです。
　お祭りの雰囲気を楽しみながら、ボランティアをしませんか。
　ボランティア活動後には、バザーをお楽しみいただけます。
活動内容　バザーでの販売手伝い
日　　時　3月1日（日）　午前9時30分　集合
  午後1時　解散（バザー開催時間：午前10時～午後3時）
開催場所  嬉泉福祉交流センター（袖ケ浦のびろ学園・ひかりの学園）
　　　　　袖ケ浦市下新田1680
募集人数　10名
そ の 他 昼食あり
  袖ケ浦公園駐車場と長浦駅前から無料送迎バスあり
募集期限　2月18日（水）
申込・問合せ　ボランティアセンター

「嬉泉祭りバザー」での
販売手伝いボランティア

ボランティア
募集！！


